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発
展
的
コ
メ
ン
ト
：
日
本
近
代
美
術
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容

田
　
中
　
　
　
淳

は
じ
め
に

日
本
近
代
美
術
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
と
し
て
、
つ
ぎ
の
三
点
に

つ
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一　

情
報
（
知
識
・
教
養
）

二　

創
作
（
画
家
の
作
品
）

三　

研
究
（
美
術
史
）

こ
の
三
点
の
こ
と
を
順
次
お
は
な
し
し
て
い
き
ま
す
が
、
今
回
の
わ

た
し
の
発
表
で
、
何
よ
り
も
参
考
と
し
ま
し
た
の
は
、
雑
誌
『
図
書
』

三
五
六
号（
岩
波
書
店
、一
九
七
九
年
四
月
）の「
岸
田
劉
生
特
集
号
」で
す
。

こ
の
特
集
は
、
ち
ょ
う
ど
岩
波
書
店
が
、『
岸
田
劉
生
』
全
一
〇
巻
、
及

び
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
を
目
指
し
た
『
岸
田
劉
生
画
集
』
を
刊
行
す
る
直

前
だ
っ
た
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
特
集
記
事
の
な
か
で
、
と

り
わ
け
「
座
談
会　

岸
田
劉
生
―
人
と
芸
術
」
は
、岸
田
劉
生（
一
八
九
一

〜
一
九
二
九
）
研
究
の
み
な
ら
ず
、
文
字
通
り
「
日
本
近
代
美
術
に
お
け

る
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
」
と
い
う
点
か
ら
も
大
変
重
要
な
内
容
を
も
っ
て
お

り
、
今
回
の
発
表
で
も
っ
と
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
は
じ

め
に
お
断
わ
り
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
座
談
会
の
出
席
者
は
、
脇
村
義
太
郎
、
土
方
定
一
、
前
川
誠
郎
、

富
山
秀
男
の
四
氏
で
す
。
脇
村
義
太
郎
氏
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
九
七
）
は
、

経
済
学
者
で
あ
り
、
こ
の
当
時
、
劉
生
芸
術
の
愛
好
家
が
集
ま
っ
た
「
劉

生
会
」
の
代
表
で
し
た
。
土
方
定
一
氏
（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
〇
）
は
、

当
時
、
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
の
館
長
で
あ
り
、
す
で
に
一
九
四
一
年

に
最
も
早
い
岸
田
劉
生
の
評
伝
を
刊
行
し
て
お
り
、
劉
生
研
究
者
と
し
て
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は
先
駆
的
な
存
在
で
し
た
。
前
川
誠
郎
氏
（
一
九
二
〇
〜
二
〇
一
〇
）
は

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
二
〇
一
〇
年
一
月
に
八
九
歳
で
逝
去
さ
れ

た
デ
ュ
ー
ラ
ー
研
究
者
で
あ
り
、
当
時
は
東
京
大
学
教
授
と
し
て
西
洋
美

術
史
を
講
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
富
山
秀
男
氏（
一
九
三
〇
〜
）は
、

東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
「
没
後
五
〇
年
記
念　

岸
田
劉
生
展
」

（
一
九
七
九
年
）
を
企
画
担
当
し
た
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
し
た
。

一
　
情
報
（
知
識
・
教
養
）

こ
の
座
談
会
の
な
か
で
、
土
方
氏
は
、
雑
誌
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
作
品
が

紹
介
さ
れ
た
の
は
、『
美
術
新
報
』
第
七
巻
十
四
号
（
一
九
〇
八
年
十
月
）

に
掲
載
さ
れ
た
「
聖
母
像
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
１
）。
ま
た
記
事
と
し
て
は
、
五
年
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
終
え
て
、

一
九
一
〇
年
に
帰
国
し
た
洋
画
家
湯
浅
一
郎
（
一
八
六
八
〜
一
九
三
一
）

が
、
同
誌
（
第
十
一
刊
十
二
号
、
一
九
一
二
年
十
月
）
に
寄
稿
し
た
「
ア

ル
ブ
レ
ヒ
ト
、
デ
ユ
レ
ル
に
就
て
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
は
、
そ
れ
ま
で
近
代
の
日
本
人
は
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
」
と
い
う
画

家
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
明
治
時
代
に
は
、
通
史
的
な
西
洋

美
術
史
の
本
は
あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、
少
な
い
な
か
で
も
、
そ
の
ひ
と

つ
に
あ
げ
ら
れ
る
『
美
術
講
話
』（
白
馬
会
絵
画
研
究
所
編
、
一
九
〇
一

年
十
一
月
）
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
同
書
は
、
白
馬
会
の
指
導

者
で
あ
っ
た
画
家
黒
田
清
輝
（
一
八
六
六
〜
一
九
二
四
）、
久
米
桂
一
郎

（
一
八
六
六
〜
一
九
三
四
）、
そ
れ
か
ら
美
術
評
論
家
で
あ
っ
た
岩
村
透

（
一
八
七
〇
〜
一
九
一
七
）
の
講
話
と
し
て
、
古
代
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

美
術
の
歴
史
の
話
を
時
代
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に

し
て
留
学
し
た
黒
田
、
久
米
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
知
識
、
教
養
を
反
映

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
十
七
世
紀
の

オ
ラ
ン
ダ
風
景
画
派
、
十
八
、十
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
画
派
、
さ
ら
に
ラ

フ
ァ
エ
ル
前
派
等
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
巻
末
に
は
、
画
家
名
の

索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
」、
も
し
く
は
そ
れ
と

お
も
わ
せ
る
画
家
名
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
の
土
方
氏
の
指
摘
に
あ
っ
た
と
お
り
、
日
本
人
、
あ
る
い
は
日
本
の

画
家
は
、
明
治
末
年
ま
で
画
家
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

図1　「聖母像」アルブレヒト・デューレル筆
　　『美術新報』（第7巻14号、1908年10月）
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う
か
。
わ
た
し
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
き
、
二
〇
一
〇
年

七
月
に
、
た
ま
た
ま
萬
鉄
五
郎
（
一
八
八
五
〜
一
九
二
七
）
と
い
う
画
家

の
東
京
美
術
学
校
時
代
の
素
描
、
ス
ケ
ッ
チ
等
を
調
査
す
る
機
会
が
あ
り
、

参
加
し
ま
し
た
。
萬
鉄
五
郎
は
、
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
三
月
、
東

京
美
術
学
校
西
洋
画
科
を
卒
業
し
て
い
ま
す
。卒
業
制
作
は
、「
裸
体
美
人
」

と
題
さ
れ
た
百
号
大
の
作
品
（
図
２
）
で
す
が
、
日
本
に
お
い
てPo

st 

Im
p

ressio
n

ists

絵
画
を
い
ち
早
く
受
容
し
た
作
品
と
し
て
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
萬
の
出
身
地
で
あ
り
、
萬
の
作
品

資
料
を
も
っ
と
も
多
く
収
集
保
管
し
て
い
る
岩
手
県
立
美
術
館（
盛
岡
市
）

に
、
同
美
術
館
長
、
学
芸
員
、
そ
の
他
の
機
関
の
専
門
家
が
あ
つ
ま
り
、

収
蔵
庫
の
な
か
で
終
日
、
少
年
期
か
ら
美
術
学
校
時
代
ま
で
の
萬
の
素
描

と
向
か
い
合
っ
て
、
表
現
の
変
化
、
技
術
の
進
歩
、
制
作
の
経
過
等
を
め

ぐ
っ
て
協
議
を
か
さ
ね
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ
で
有
意
義
だ
っ
た
の
で

す
が
、
調
査
の
終
わ
る
こ
ろ
に
一
冊
の
「
写
生
帖
」（
同
美
術
館
の
整
理

番
号n

o
.18

、
一
九
一
一
年
頃
）
を
見
て
い
ま
し
た
ら
、
風
景
や
裸
婦
の

ス
ケ
ッ
チ
が
つ
づ
く
な
か
、
写
生
帖
の
最
後
の
数
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、
鉛

筆
書
き
で
文
字
が
書
き
つ
ら
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
美
術
学
校
の
学
生
な

ら
ば
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と
で
す
が
、「
写
生
帳
」
を
講
義
ノ
ー
ト
が
わ
り

に
つ
か
っ
て
い
た
ら
し
く
、「Lu

cas G
ran

ach
 th

e 

Y
o

u
n

ger

」
な
ど
と
い
う
画
家
の
名
前
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
を
み
て
い
ま
し
た
ら
、「
息

子
のH

o
lb

in
e

」
と
並
ん
で
「
ジ
ュ
ー
レ
ル
」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
東
京
美
術
学
校

で
は
、
少
な
く
と
も
西
洋
美
術
史
の
講
義
の
な
か
で
、

ど
の
よ
う
な
画
像
を
目
に
し
て
い
た
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
」
の
名
前
は
で
て
い
た
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
当
時
の
同

学
校
で
西
洋
美
術
の
絵
画
史
を
担
当
し
て
い
た
の
は

岩
村
透
で
し
た
か
ら
、
彼
の
知
識
に
は
、「
デ
ュ
ー

ラ
ー
」
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、
近
代
の
日
本
人
が
、「
デ
ュ
ー
ラ
ー
」

の
名
前
と
作
品
を
知
っ
た
の
は
、
は
や
り
明
治
の
末

図２　萬鉄五郎「裸体美人」1912年
　　東京国立近代美術館
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年
（
一
九
一
〇
年
代
）
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

二
　
創
作
（
画
家
の
作
品
）

つ
ぎ
に
創
作
の
面
、
つ
ま
り
近
代
日
本
の
画
家
の
作
品
か
ら
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
受
容
を
見
て
い
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
代
表
的
な
画
家
は
岸
田
劉
生
で
し
ょ
う
。

三
四
歳
で
夭
折
し
た
こ
の
画
家
の
芸
術
の
展
開
を
み
ま
す
と
、
下
記
の
よ

う
に
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
い
ま
す
。

一　

Po
st Im

p
ressio

n
ists 

の
絵
画
に
よ
る
自
己
発
見

二　

写
実
表
現
の
追
及
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
絵
画
か
ら
の
影
響
）

三　

日
本
・
東
洋
の
古
典
絵
画
へ
の
傾
倒

ま
ず
、
画
家
と
し
て
の
起
点
に
お
い
て
、
劉
生
はPo

st Im
p

ressio
n

-

ists

の
絵
画
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
そ
こ
か
ら
自
ら
の
個
性
を
表
現
す

る
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
す
。
し
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
展
覧
会
な
ど

で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
今
日
と
ち
が
っ
て
、
複
製
図
版
か
ら
の
も
の

で
す
。
し
か
も
、
当
時
輸
入
雑
貨
を
扱
っ
て
い
た
丸
善
に
舶
載
さ
れ
た
海

外
の
本
に
よ
っ
て
、
劉
生
は
ゴ
ッ
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
マ

チ
ス
を
知
っ
た
の
で
す
。
そ
の
代
表
的
な
本
が
、C

. Lew
is H

in
d

, “T
h

e 

Po
st Im

p
ressio

n
ists ”, Lo

n
d

o
n

, 1911

で
し
た
。
同
書
は
、
一
九
一
一

（
明
治
四
十
四
）
年
十
一
月
頃
に
は
、
丸
善
の
店
頭
に
な
ら
ん
で
い
た

と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、Ju

liu
s M

eier-G
raefe, ”V

in
cen

t van
 G

o
gh

”, 

M
u

n
ch

en
, 1910 

な
ど
も
熱
中
し
て
見
つ
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
た
と

え
ば
、
同
書
の
扉
に
は
、
帽
子
を
か
ぶ
り
、
マ
ン
ト
を
は
お
っ
た
ゴ
ッ
ホ

の
自
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
れ
に
感
加
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
劉
生
に
は
、
や
は
り
帽
子
を
か
ぶ
り
、
マ
ン
ト
を
は
お

っ
た
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
五
月
の
自
画
像
（
図
３
）
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ッ
ホ
の
「
種
ま
く
人
」（
一
八
八
八
年
）
の
背
景
に
描
か
れ
た
ギ
ラ
ギ

ラ
と
輝
く
太
陽
を
見
る
と
、
劉
生
も
「
夕
陽
」（
一
九
一
二
年
、
図
４
）図３　岸田劉生「外套着たる自画像」1912年
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で
は
、
同
じ
く
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
く
太
陽
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ス

ト
レ
ー
ト
な
影
響
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
や
は
り
同
じ
頃

にH
in

d

本
を
目
に
し
て
い
た
萬
は
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
「
裸
体
美
人
」

（
一
九
一
二
年
）
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
大
き
な
筆
致
で
う
ね

う
ね
と
し
た
緑
の
草
の
表
現
は
、
ゴ
ッ
ホ
の
作
品
か
ら
。
裸
婦
の
赤
い
腰

巻
は
、
タ
ヒ
チ
時
代
の
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
作
品
か
ら
。
さ
ら
に
簡
略
化
さ
れ

た
顔
の
表
現
は
、
マ
チ
ス
の
作
品
か
ら
触
発
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、Po

st Im
p

ressio
n

ists

と
称
さ
れ
た
一
群
の
画
家
た
ち
の
作
品

か
ら
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
を
受
容
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
複
合
的
だ
っ

た
の
で
す
。
現
在
、
異
文
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
、
受
け
入
れ
る
側
の

主
体
性
に
重
心
を
お
い
て
「
受
容
」
と
い
う
言
葉
で
語
る
こ
と
多
い
よ
う

で
す
。
と
く
に
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
容
す
る
、
あ
る
い
は
イ
メ
ー
ジ

が
受
容
さ
れ
る
と
、
受
け
手
側
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
る
こ
と
で
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
お
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
仏
教
美
術
研
究
者
で
あ
る
井
手
誠

之
輔
氏
は
、「
模
倣
・
増
幅
・
拒
絶
」（「
影
響
伝
播
論
か
ら
異
文
化
受
容

論
へ
ー
鎌
倉
仏
画
に
お
け
る
中
国
の
受
容
」、
板
倉
聖
哲
編
『
講
座　

日

本
美
術
史
２
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。
先
に
あ
げ
た
マ
ン
ト
を
は
お
っ
た
劉
生
の
自
画
像
や
太
陽
な
ど

の
表
現
は
、
ま
さ
に
ゴ
ッ
ホ
の
「
模
倣
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
も

太
陽
な
ど
は
、
ゴ
ッ
ホ
以
上
に
ギ
ラ
ギ
ラ
と
し
て
い
て
「
増
幅
」
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、目
に
し
て
い
て
も
受
け
入
れ
な
い
場
合
、つ
ま
り「
拒
絶
」

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
時
代
、

社
会
を
反
映
し
て
、
無
視
、
差
異
、
飛
躍
、
逸
脱
と
い
う
こ
と
も
お
こ
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
萬
鉄
五
郎
の
「
裸
体
美
人
」
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、

受
容
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
多
様
性
と
受
容
す
る
側
の
多
様
性
を
反
映
し
て
、

「
受
容
」
は
複
合
的
、
多
重
的
で
あ
る
の
で
す
。
近
代
日
本
の
美
術
に
限

れ
ば
、
い
ま
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
一
九
一
三
年
頃

図４　岸田劉生「夕陽」1912年
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の
雑
誌
『
白
樺
』
同
人
で
あ
っ
た
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
〜
一
九
六
一
）
の

書
斎
を
撮
影
し
た
、興
味
深
い
写
真
（
図
５
）
が
あ
り
ま
す
。
机
の
側
に
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
背
後

に
は
、
額
装
さ
れ
た
ゴ
ッ
ホ
の
糸
杉
の
絵
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
も
、
複
製
図
版
も
、

あ
た
か
も
等
価
の
も

の
と
し
て
飾
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
複
製
図
版
と

い
っ
て
も
、
柳
に
は

大
切
な
も
の
だ
っ
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
「
受
容
」
の
原

理
と
、
近
代
日
本
に

お
い
て
イ
メ
ー
ジ
伝

播
の
役
割
を
果
た
し

た
複
製
図
版
に
留
意

し
て
、
再
び
劉
生
に

話
を
も
ど
し
た
い
と

お
も
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
見
て
い

た
だ
く
の
は
、
劉

生
の
「
黒
き
帽
子
の
自
画
像
」（
一
九
一
四
年
、
図
６
）
で
す
。
先
に
見

て
い
た
だ
い
た
ゴ
ッ
ホ
風
の
自
画
像
か
ら
、
わ
ず
か
二
年
後
に
は
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
表
現
は
、
精
緻
に
な
り
写
実
的
で
す
。
そ

し
て
、
色
彩
も
か
つ
て
の
原
色
は
な
く
な
り
、
褐
色
を
基
調
に
し
て
い
ま

す
。
劉
生
は
、
自
ら
の
資
質
を
写
実
表
現
の
な
か
に
見
出
し
た
の
で
す
。

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
十
月
に
は
、
個
展
（
京
橋
竹
川
町
、
田
中
屋
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
折
り
の
出
品
作
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
大
き

な
作
品
が
「
水
泳
せ
る
三
人
の
子
供
」（
焼
失
、
図
７
）
で
す
。
構
図
を

み
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
絵
画
か
ら
の
影
響
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。
わ

図５　書斎の柳宗悦　1913年頃撮影　日本民藝館

図６　岸田劉生「黒き帽子の自画像」1914年
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た
し
に
は
、
こ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
な
作
品
か
ら
影
響
を
う
け
た
の
か
わ

か
ら
な
い
の
で
す
が
、
お
わ
か
り
に
な
る
方
が
い
ら
し
た
ら
、
ど
う
か
ご

教
示
く
だ
さ
い
。
こ
の
個
展
は
、
近
代
的
傾
向
に
逆
行
す
る
「
写
実
」
表

現
と
し
て
批
判
も
さ
れ
ま
し
た
が
、
劉
生
は
、
そ
の
後
一
途
に
、
そ
の
写

図７　岸田劉生「水泳せる三人の子供」1914年（焼失）
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実
表
現
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
翌
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
十
月
、
劉

生
は
、
横
堀
角
次
郎
、
椿
貞
雄
、
中
川
一
政
、
木
村
荘
八
、
清
宮
彬
な
ど

の
画
友
と
と
も
に
、
現
代
の
美
術
社
主
催
第
一
回
美
術
展
と
い
う
グ
ル

ー
プ
展
を
開
き
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
、
終
了
後
に
第
一
回
草
土
社
展

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
劉
生
は
「
赤
土
と
草
」、「
椿
君
の
肖
像
」、

「
画
家
の
妻
」（
図
８
）
等
を
出
品
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
肖
像
画
な
ど
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
絵
画
を
お
も
わ
せ
る
表
現
で
す
。
や
は
り
『
白
樺
』
同

人
で
、
東
京
帝
国
大
学
の
大
学
院
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
を
学
ん
で
い
た

児
島
喜
久
雄
（
一
八
八
七
〜
一
九
五
〇
）
は
、「
洋
画
私
感
」
と
題
す
る
批

評
文
の
な
か
で
、
こ
の
劉
生
の
作
品
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
し
て

い
ま
す
。

「
岸
田
氏
等
の
、
少
な
く
と
も
岸
田
氏
の
作
品
に
於
て
は
人
は
た
ゞ

氏
の
デ
ュ
ー
ラ
ア
に
対
す
る
尊
敬
を
感
ず
る
の
み
で
あ
る
。
虚
偽
な

る
追
従
は
必
然
性
を
有
つ
て
居
な
い
。
有
機
的
で
な
い
。
岸
田
氏
の

作
品
は
今
秋
の
洋
画
中
最
も
有
機
的
な
る
も
の
ゝ
一
つ
で
あ
る
。」

（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
五
年
十
月
）

批
評
の
言
葉
と
し
て
「
デ
ュ
ー
ラ
ア
」
が
使
わ
れ
た
の

は
、
こ
れ
が
最
初
で
は
な
か
っ
た
か
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

児
島
は
、
劉
生
の
写
実
表
現
の
な
か
に
、
特
定
の
作
品
を

さ
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
と

の
親
近
性
を
み
と
め
、
ま
た
好
意
的
に
批
評
し
た
の
で
し

た
。
こ
の
時
期
か
ら
は
じ
ま
る
劉
生
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容

に
つ
い
て
、
冒
頭
に
あ
げ
た
雑
誌
『
図
書
』
に
お
け
る
座

談
会
に
お
い
て
、
前
川
先
生
は
、
ご
自
身
の
師
で
あ
る
こ

の
児
島
喜
久
雄
の
証
言
を
か
り
な
が
ら
、
個
々
の
作
品
に

言
及
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
古
屋
君
の
肖
像
（
草
持

て
る
男
の
肖
像
）」（
一
九
一
六
年
、
図
９
）
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

図８　岸田劉生「画家の妻」1915年　大原美術館
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「
こ
の
絵
の
両
手
の
モ
チ
ー
フ
の
手
本
に
な
っ
た
の
は
ベ
ル
リ
ン
に

在
る
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
作
と
い
わ
れ
て
い
る
〈
石
竹
を
も
つ
男
の
肖

像
〉
で
す
ね
。
た
だ
、
草
花
の
モ
チ
ー
フ
そ
の
も
の
は
ル
ー
ヴ
ル
に

在
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
自
画
像
に
由
来
し
、
こ
の
自
画
像
に
つ
い
て
は

『
岸
田
も
見
た
、
知
っ
て
い
る
』
と
い
う
児
島
さ
ん
の
証
言
が
あ
る

の
で
す
。」

こ
の
発
言
か
ら
は
、
先
にPo

st Im
p

ressio
n

ists

の
絵
画
「
受
容
」
で

お
話
し
し
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
「
受
容
」
の
場
合
も
ま
た
、「
受
容
」

さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
も
、「
受
容
」
す
る
側
も
、
複
合
的
、
多
重
的
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、「
川
端
正
光
氏
之
肖
像
」（
一
九
一
八
年
、
図

10
）
に
つ
い
て
前
川
先
生
は
、「
こ
れ
は
富
山
さ
ん
も
著
書
で
い
っ
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
〈
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヴ
ォ
ー
ル
ゲ
ム
ー
ト
の

肖
像
〉
か
ら
き
て
い
る
と
思
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

指
摘
は
、
比
較
し
て
み
れ
ば
、
今
も
首
肯
さ
れ
る
も
の
で
す
。
つ
ぎ
の

「
麗
子
五
歳
之
像
」（
一
九
一
八
年
、
図
11
）
に
つ
い
て
は
、
前
川
先
生
は
、

図９　岸田劉生「古屋君の肖像（草持てる男の肖
像）」1916年　東京国立近代美術館

図10　岸田劉生「川幡正光氏之肖像」1918年　東京国立近代美術館
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つ
ぎ
の
よ
う
に
た
い
へ
ん
慎
重
に
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

「〈
赤
い
頭
巾
の
老
人
〉
や
〈
髯
の
あ
る
子
供
の
像
〉
は
と
も
に
非
常

に
不
思
議
な
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
作
品
で
、
二
つ
と
も
意
味
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
そ
う
い
う
も
の
を
岸
田
が
複
製
で
見

て
い
た
こ
と
は
、
間
接
的
に
わ
か
る
。
で
す
か
ら
、
証
拠
と
い
う
の

は
そ
の
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
〈
麗
子
五
歳
之
像
〉
の

顔
の
モ
デ
リ
ン
グ
の
手
本
に
は
、
い
ま
あ
げ
た
よ
う
な
も
の
が
ひ
と

つ
の
候
補
に
な
り
え
た
の
じ
ゃ
な
い
か
。」

こ
の
発
言
の
前
提
に
は
、
や
は
り
児
島
喜
久
雄
の
「
証
言
」
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
劉
生
が
複
製
で
み
て
い
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
作
品
の
一
部
に
つ
い
て
は

児
島
喜
久
雄
さ
ん
の
証
言
が
あ
る
。
そ
れ
は
さ
っ
き
私
が
引
用
し
た

同
じ
昭
和
二
十
一
年
の『
文
芸
春
秋
』（
稿
者
注
、「
岸
田
劉
生
の
こ
と
」

一
九
四
六
年
十
二
月
号
掲
載
）
で
す
が
、
児
島
さ
ん
が
岸
田
と
わ
か

れ
て
は
じ
め
て
パ
リ
に
着
い
た
と
き
に
、『
ぼ
く
は
ル
ー
ヴ
ル
で
岸

田
も
好
き
だ
っ
た
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
〈
髯
の
あ
る
子
供
の
顔
〉
や
〈
赤

い
頭
巾
の
老
人
〉
や
、草
花
を
持
っ
て
い
る
〈
二
十
二
歳
の
自
画
像
〉

な
ど
を
見
て
非
常
に
驚
嘆
し
た
』
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
岸

田
が
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
、
間
接
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
証
拠

で
す
。」

さ
ら
に
、
前
川
先
生
は
、
当
時
、
劉
生
が
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
、

す
な
わ
ち
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
複
製
図
版
に
つ
い
て
、
詳
細
に
検
証
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、「
劉
生
に
お
い
て
も
デ
ュ
ー
ラ
ー
体

験
は
一
種
の
過
渡
的
な
も
の
で
、
い
ず
れ
そ
こ
か
ら
抜
け
出
る
も
の
な
の

で
す
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
に
劉
生
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容

は
、
一
時
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が
、
河
野
通
勢
（
一
八
九
五
〜
一
九
五
〇
）
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
河
野
は
、
長
野
県
長
野
市
に
生
ま
れ
（
注
、
生
地

図11　岸田劉生「麗子五歳之像」1918年
　　東京国立近代美術館
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を
群
馬
県
伊
勢
崎
市
と
す
る
説
も
あ
る
）、
少
年
期
に
美
術
教
師
で
あ
っ

た
父
が
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
野
市
に
あ
っ
た
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
で
洗
礼
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
青

年
期
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
絵
画
に
は
強
い
関
心
を
も
ち
、
独
特
の
傾

倒
ぶ
り
を
示
す
作
品
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年

に
上
京
し
た
折
に
、
岸
田
劉
生
を
知
り
、
以
後
交
友
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
九
一
八
年
か
ら
は
、
劉
生
の
草
土
社
の
同
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
あ
げ
る
河
野
の
「
自
画
像
」（
一
九
一
七
年
、
図
12
）
は
、
第
十
一
回

文
展
に
入
選
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
と
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
「
一
五
〇
〇
年
の

自
画
像
」
を
比
較
す
る
と
、
河
野
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
が
、
劉
生
以
上
に

直
接
的
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
と
お
も
い
ま
す
。
直
接
的
と

い
う
点
で
は
、
河
野
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
母
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も
の
を
真

摯
に
模
写
（
図
13
）
し
て
い
ま
す
。
か
た
わ
ら
に
は
、
河
野
の
妻
の
妹
好

子
を
描
い
て
い
ま
す
。
彼
女
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
好
子
像
」（
一
九
一
六

年
）
も
、
精
緻
な
写
実
表
現
に
、
劉
生
と
は
ち
が
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典

図12　河野通勢「自画像」1917年
　　A. サックラー美術館

図13　河野通勢「デューラー模写と好子横顔」1916年
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絵
画
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
河
野
が
郷
里
の
偉
人
を
描

い
た
「
佐
久
間
象
山
像
」（
一
九
一
九
年
、
図
14
）
を
み
る
と
、
デ
ュ
ー

ラ
ー
の
「
一
四
九
八
年
の
自
画
像
」
の
構
図
と
き
わ
め
て
似
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
と
お
も
い
ま
す
。
創
作
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
と
い
う
点

で
は
、
劉
生
が
一
時
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
河
野
は
、
そ
の
生
い
立

ち
と
生
来
の
資
質
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
絵
画
に
親
し
み
、
継
続
的
で
あ

っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
過
渡
的
」
と
指
摘
さ
れ
た
劉
生
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
受
容
で
す
が
、
そ
の

後
の
展
開
を「
麗
子
像
」を
例
に
み
て
お
き
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
劉
生
は
、

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
、
当
時
住
ん
で
い
た
神
奈
川
県
藤
沢
の

鵠
沼
海
岸
の
自
宅
で
、
関
東
大
震
災
に
遭
い
ま
す
。
自
宅
は
倒
壊
し
て
、

京
都
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
前
後
か
ら
で
す
が
、
劉
生
は
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
絵

画
へ
の
傾
倒
か
ら
、
日
本
、
東
洋
の
古
典
絵
画
、
こ
と
に
「
肉
筆
浮
世

絵
」
等
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
麗
子
微
笑
」（
一
九
二
一

年
）
を
み
る
と
、「
麗
子
五
歳
之
像
」
か
ら
の
変
化
が
あ
き
ら
か
で
し
ょ

う
。
写
実
表
現
と
い
っ
て
も
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
麗
子
の
プ
ロ

ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、
頭
部
が
異
様
に
大
き
く
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え

腕
の
細
さ
な
ど
は
不
釣
り
合
い
で
す
。
と
は
い
え
、
ど
こ
か
神

秘
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
東
洋
的
と
い
う
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
京
都
移
住
後
、
さ
ら
に
強
ま
り

ま
す
。
京
都
で
は
、
日
本
、
東
洋
の
古
美
術
品
収
集
に
熱
を
あ

げ
、
ま
た
日
本
画
を
描
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
京
都
時
代
の
麗

子
像
と
し
て
代
表
的
な
の
が
「
童
女
舞
姿
」（
一
九
二
四
年
）
で

す
が
、
精
緻
な
着
物
の
描
写
と
は
う
ら
は
ら
に
、
能
面
の
よ
う

な
麗
子
の
表
情
や
枝
の
よ
う
に
細
い
腕
な
ど
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

で
す
。
し
か
し
、
画
面
か
ら
漂
う
雰
囲
気
は
、
や
は
り
東
洋
的

な
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で
す
。

図14　河野通勢「佐久間象山像」1919年
　　社団法人金鵄会（長野県長野高等学校同窓会）
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三
　
研
究
（
美
術
史
）

最
後
に
「
研
究
」
と
し
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
を
ふ

く
む
西
洋
美
術
史
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
草
創
期
の
お
話
を
し
た
い
と

お
も
い
ま
す
。
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
、
東
京
美
術
学
校
教
授
で
あ

り
、
帝
国
美
術
院
長
、
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
黒
田
清
輝
が
亡
く
な
り
ま

す
。
黒
田
の
遺
言
で
、
遺
産
の
一
部
と
自
ら
の
ア
ト
リ
エ
に
残
さ
れ
た
作

品
が
、
国
に
遺
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
遺
言
執
行
の
代
表

人
で
あ
っ
た
樺
山
愛
輔
を
中
心
に
、
協
議
が
か
さ
ね
ら
れ
、
そ
の
な
か

で
、
当
時
東
京
美
術
学
校
に
お
い
て
西
洋
美
術
史
を
講
じ
て
い
た
矢
代
幸

雄
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
五
）
の
提
案
し
た
案
が
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
矢
代
は
、
先
の
児
島
喜
久
雄
と
大
学
院
で
と
も
に
学

び
、
一
九
二
一
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス

美
術
を
中
心
に
研
究
を
つ
づ
け
、
一
九
二
五
年
に
は
大
部
な”SA

N
D

R
O

 

B
O

T
T

IC
ELLI ”, Lo

n
d

o
n

を
刊
行
し
て
い
ま
し
た
。
矢
代
の
構
想
は
、「
写

真
資
料
蒐
集
を
根
幹
と
す
る
一
種
の
美
術
図
書
館
」
の
創
設
で
し
た
。
現

在
も
上
野
公
園
内
に
あ
る
黒
田
記
念
館
（
一
九
二
八
年
竣
工
）
を
施
設
と

し
て
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
五
月
に
帝
国
美
術
院
附
属
美
術
研
究
所

が
開
所
し
ま
し
た
。
こ
の
美
術
研
究
所
は
、
わ
た
し
が
勤
務
し
て
い
る
東

京
文
化
財
研
究
所
の
前
身
と
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
研
究
所
で
は
、
日
本
、
東
洋
、
西
洋
美
術
が
ひ
ろ
く
研
究
の

対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
研
究
成
果
の
発
表
の
機
関
誌
と
し
て
、

一
九
三
二
年
一
月
に
『
美
術
研
究
』
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
創
刊
号

に
、
矢
代
は
「
美
術
研
究
所
の
設
立
と
美
術
研
究
の
発
刊
」
と
い
う
一
文

を
寄
稿
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
美
術
研
究
所
と
し
て
の
研
究
の
課

題
と
方
針
を
、
七
項
に
わ
た
り
具
体
的
に
記
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
な
か

で
西
洋
美
術
研
究
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

「
第
四
、
西
洋
美
術
そ
の
も
の
ゝ
研
究
は
、
我
国
現
在
の
設
備
を
以
て
し

て
は
、
第
一
義
的
研
究
は
容
易
に
な
し
難
く
、
是
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
が
、

当
分
は
美
術
研
究
所
に
あ
る
西
洋
美
術
の
標
本
、
文
献
、
写
真
複
製
類
及

び
多
数
の
海
外
美
術
雑
誌
等
が
、
啓
蒙
的
に
役
立
つ
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら

う
。」矢

代
が
い
う
「
第
一
義
的
研
究
」
と
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
前
に

し
た
研
究
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
今
日
で
も
、
日
本
、
東
洋
美
術

研
究
と
比
較
し
て
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
そ
れ
に
か
わ
っ

て
積
極
的
に
「
標
本
、
文
献
、
写
真
複
製
」、「
美
術
雑
誌
」
を
集
め
、「
啓

蒙
」
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
で
す
。
そ
の
研
究
の
実
践
と
し
て
作
成
さ
れ

た
の
が
、
作
品
カ
ー
ド
で
す
。
こ
れ
は
、
現
在
も
東
京
文
化
財
研
究
所
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｂ
４
版
の
カ
ー
ド
に
複
製
写
真
を
貼
っ
た
も
の

で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、こ
れ
ら
の
膨
大
な
枚
数
の
カ
ー
ド
は
、整
理
さ
れ
、

デ
ー
タ
入
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、「
西
洋
美
術
（
近
代
以
前
）

作
品
カ
ー
ド
」
と
し
て
一
万
四
千
七
百
十
三
枚
の
整
理
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
、
た
と
え
ば
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
の
作
品
カ
ー
ド
は
、
さ
す

が
に
矢
代
の
専
門
性
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
六
百
四
十
六
枚
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、百
九
十
二
枚
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
15
）。

そ
れ
ら
を
見
ま
す
と
、
図
版
を
貼
っ
た
面
を
裏
返
し
ま
す
と
作
者
名
、
作
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品
名
、
材
料
、
法
量
、
年
代
、
所
在
等
の
基
本
的
な
作
品
情
報

が
、
丁
寧
に
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
「
購
入
」

の
欄
に
は
、
し
ば
し
ば
「C

o
llectio

n
 Y

ash
iro

 1921-1925

」

の
ゴ
ム
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
、
矢
代
が
、
美
術
研

究
所
設
立
の
準
備
期
間
か
ら
収
集
し
た
複
製
図
版
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
美
術
研
究
所
で
は
、
作
品
カ

ー
ド
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
継
続
的
、
組
織
的
に
基
礎
資
料
を

作
成
、
蓄
積
、
公
開
し
、
研
究
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
た
の

で
す
。
そ
の
姿
勢
は
、
メ
デ
ィ
ア
が
紙
媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
情

報
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
今
日
で
も
東
京
文
化
財
研

究
所
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
近
代
美
術
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
受

容
と
し
て
、
三
項
に
わ
た
り
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
は
つ
ね
に
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
の
が
複

製
図
版
で
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
か
ら
カ

ラ
ー
へ
と
い
う
よ
う
に
、
時
代
と
と
も
に
印
刷
技
術
が
進
歩
し
、

よ
り
質
の
高
い
複
製
図
版
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、「
受
容
」
と
一
言
で

い
っ
て
も
、
画
家
の
創
作
の
面
で
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
受
容
さ

れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ
を
受
容
す
る
側
も
、
多
様
で
複
合
的
で

図15　デューラーの作品カード　東京文化財研究所　企画情報部資料閲覧室
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あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
わ
た
し
の
発
表
を
お
わ
り
た
い
と
お
も
い
ま

す
。

主
要
参
考
文
献

・「〈
座
談
会
〉
岸
田
劉
生
―
―
人
と
芸
術
」、
脇
村
義
太
郎
、
土
方
定
一
、

前
川
誠
郎
、
富
山
秀
雄
、『
図
書
』
第
三
五
六
号
、
一
九
七
九
年
四
月

・
児
島
喜
久
雄
『
シ
ョ
パ
ン
の
肖
像
―
―
児
島
喜
久
雄
美
術
論
集
』、
岩
波

書
店
、
一
九
八
四
年

・
前
川
誠
郎
『
デ
ュ
ー
ラ
ー　

人
と
作
品
』、
講
談
社
、
一
九
九
〇
年

・
佐
藤
直
樹
「
岸
田
劉
生
に
お
け
る
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
受
容
―
―
複
製
画
を

通
し
て
見
た
西
洋
古
典
絵
画
」、『
交
差
す
る
ま
な
ざ
し　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
近
代
日
本
の
美
術
』
展
図
録
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
六

年

・『
大
正
の
鬼
才　

河
野
通
勢　

新
発
見
作
品
を
中
心
に
』
展
図
録
、
平
塚

市
美
術
館
等
、
二
〇
〇
八
年

・
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
東
京
文
化
財
研
究
所
七
十
五
年
史
』、
中
央
公

論
美
術
出
版
、『
資
料
編
』
二
〇
〇
八
年
、『
本
文
編
』
二
〇
一
〇
年

・『
没
後
八
〇
年　

岸
田
劉
生
―
―
肖
像
画
を
こ
え
て
―
―
』
展
図
録
、
損

保
ジ
ャ
パ
ン
東
郷
青
児
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
四
月

・
蔵
屋
美
香
「
麗
子
は
ど
こ
に
い
る
？
―
―
岸
田
劉
生
一
九
一
四
〜

一
九
一
八
の
肖
像
画
」、『
東
京
国
立
近
代
美
術
館　

研
究
紀
要
』
第

十
四
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月

付
記

　
　

本
発
表
に
お
い
て
、
中
村
明
子
氏
（
東
京
文
化
財
研
究
所
企
画
情
報

部
特
別
研
究
員
）
か
ら
、
専
門
で
あ
る
西
洋
美
術
史
研
究
の
立
場
か
ら

資
料
調
査
、
意
見
交
換
等
に
わ
た
り
、
大
い
に
協
力
を
賜
っ
た
。
こ
こ

に
お
名
前
を
あ
げ
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。


